
L_■ 4

午
ヽヽ1



彗義轟

苺
織 督

響‐

颯 ぜ
雛麒憫 越蝉

■

ご

モ  <t錢=爾 趣ゆギ
ヤ ■頃黙■

基 壌轟鸞
‐爆異:ずゞ

い_

〕
　
癬
一
一爆しや

翻
｝

む

響

豊ぺ「

熱{

｝
狡

費
『
ヽ畿



「

~~

茫轟輔欝…

哺酔ご卜へ

'子

観誕菫1鴨難還諄曜遠緋は電ゃ|

州ぃ戯ご載ボギ軒町

寺
妙

う

ヽ

露
智
り
Ａ
Ｆ
Ｌ
ァ

れ
し

幅い  攣 1ヽや併螂麒Ψ



嵐
(v・ 翠蜂

幕ヽ

聰ヽ

磯

鶴

b褻纂幾専轟: ⅢHく・よふ熱J《
岬

黛t彙げ亀卜も1

相青 掌薯 薫 轟缶盤 摯義 事
与ヽF 事へ く

蒔 亀 い 骨討 疑 憔
縣 が貯 ヾ ｀

崎通■ 纂
ォ 嗜 撃拳緻 ドく卜響 ｀

嶽 へ ,,,

中
′

雄嘱澪く観`電年ぶ姜鶴癬も  い
缶
ヽ
ふ魯゙いくゃ1経轟意ぶシごごポ尊∴ニキ島くっ"べ ふヽ,1颯 Jヽイ

甘

納 黎 紙 摯
争軽期 J蒔縫 銀 鸞        響ヽ鋳諄

i

ヒ  _

Ⅲ弯‐靭ざ与鶴ず鸞 |



「

 ~ 

‐

緩ぶ

心二 ,●感 へ予■く 耐 〈■
～

蔵 ｀ミ

「

崎が 響

ギ

、

単轟ゃ・翡 |

ぺrt牌榔1ヾ

Ｌ
▼

ι

′

ぜ幾|ポ

1ヽ螂→ヽく卜慕二)    )ょく

Ⅲ弧



41 鱒昴 が マ ト 中 卜 ■ 卜轟

"ゝ

Ⅲ l亀づ ■ 根 ふ 嶽 ミヾ壺 ヽ
′4

想  中 管破 サ 1刺ず
ざ劃欧E雌猛
Υ→型二事rはぃ

"、
図
「

::,こご轟キ鑑岬ツク″ 中― 卜 ‐ J 撃く

贅ξ哺彗デイ鋼 爆》 球T苗電麟
~Ц~

機嗅ヤ牌輌幣1螂ドヤヾ等

歌疇購 ヽ‖'黎毎警書ゃヾ|・ 1‐や ヾ塙ふ _1嗜だい＼朴二く摯経いキン

轟
｀
亀 ン攀懸ζ )l

、     dや 、 」 い
い
摯 ｀だ  :粍

“
誰鱒ルや中嗽虜ばヽ なぶ無こ、まミニ、 轟
や、く  い ギ嵐卜｀4い 9ヽ静ごぉ ぃ偽颯_劇

～
′へ 年ヤ

」

|イ稽 ■卜ヾ ふ悔墨
‐
暉 駄〕1鞣ト

■く
'■

ヽ  |エント
'可
1業燎Ⅲ‐二権尋‐

鍵'簿八れ    五百ざ

■ふべヾ 嶽輝―トンや     鞣      ゝ

トヽヤ
”゙ノ
げ

キ

・

武ぽ 管ダム √賦ら資 .1ドドFk瑠



ヤ

ヤ

ギ

パ 時 中 で
輔鞭 ゞ 拳

く掛ぼ 締  鱒踊 筆 痛 痣 事

ミ

‐

妙
・

f・
饉:勺

ゝ :お   1》
b~‐1静・

〆

‘
ヽ

ヾヽ

ド織

ヽ
奪

議

■  ■寧ャ



ず毒
=

ハ
」
一

撻毯ピ  ll

■ 遷
べ懇 蒻

轟く母オd

今`■受
、ヾ

・

慕料収“争

ｔ
ギ

●

・Ｊ
い

瞳^

驀 ■ 穏 類 中
駄
卜 ヽヤ

懸騨 闊 総 直ゝ ｀

峙.畿 メ■■ザ富
:   I  F

一
Ｊ
；ヽ

b■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ 口 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐ ― ― ― ― ― ― ― ロ ロ ー ー ー ー ー ー 畠 … ―
__― __―

… … … … … … … … … … … … … ― 一 ― ― 一 一 一 ― 一 ― ― 一 一 ― ― 一
―



Ｆ

　

′

~~~       

´   ~~   ~~~~―
― ― ― ― ―

躍 瓢

躍

寺な寺

ヽl

→

感

:篭  _

1   1

け
メ

宝

管

ゲ
ゎ

年
一

舎

 ゝ 〆
|

甲 ■ ヽい ゞ や
Ⅲ  ゛ 瀞 1職亀 :神畿躊Ⅲ 轟

礁

」

く

尋

．

び

総

→ヽ ふ へ森は 転 与 彎》鰊 瀑鯵 臥謬 ヽ 脇摯麟 埒躊 鴨怒≪ 蛉 拉
摯越 ―

通理 し  試  Ⅲ兒綾炉
簿

l

磯 事ヽ[驀(  轟懸轟  五狩ギ■事摯



~三~~~~                                     ~~~~― ―――      ==澤
轟目|

難お響      獅 :

4象← 鞠 脚 ・輔 辟 彦轟鰺冬
嵐驀
兌
妙鐵 :な ゝ鷲感 轟 ち、F

〆ノ無

ぽ

ョ 亀フ 凝 菫 瑶 軍

鋳
一

頼

瀞  ム<鴫ぃか  4利静 w二■ぶ厭

総 猥

椰i穐

ドヽ |

■轟

″苺ギ氏|、夕ゝ &■卜■総 鵬 ふ             ≫

:ギ■ ギ ・  式ゝ■(奪黎策∫ヾ
.        ぴ

鶴
'T｀

義曜築緩鍋 1   漁絆1鑢
す轟響まれい 十 "J、マ小く 4:墨

費 ヽ キ叫、い く ζ,ぃふ武がぶ b卜嶋苺 レJむ」 卜 よふ 二 ,,、 1挙

峰 ゛ヽふ ふ 私等 がが選 ヽ′率
二
Ⅲ ":卜燕 ヾ 心 "響

・彙

ぽ喜豪轟盤、ふ慕ol



Ｒ、ゝ
　
　
　
　
―^^́ぽヽ

勢瑚鬱■豊ヽヽふ

は 終1二 く」腱 ヽヽ 欝ザ(れがⅢ い 1こ警株′みテ轟 ← 午轟藤鳴
″二静

~

「
猷 0い講∵ 島黒 ぃう,守奪 鐸いJふや〈警  くVいJゝ鶴鰤哺

費■詩常く 卜ヽく轟吟ヘトッ■や―心くヽ いヽヽポφ

寺  ぺヽ彎ヾ艤逮姦喫ォ亥ド苺蓼鬱 べ群ザ
特→摯螺素素多叫サ《ネ、《ⅢⅢぺいく,智軸,べ碁N朴

熱   、豪為   静
fL潔 襲ボや t機熟讐峙ド言f

榛́

年ゲ

響  響 嗚く

ポ  tX電 彗 尚 鍮 へ攀 顆濾 卜 義

ぶ厳覇苺1機轟    轡ヾ織
漁  釉賓絋定機 llp螂 轟 経 ぜ

く爆響 慕鶉バ: 鶴紺轟騨白麒熟纂通蜂轟
感 ← 苺職 《転や旬馘1緩諄

卜

かく絆■やヽいや特輌厭蛭咄ゃ
中峙ギ翡で嘉熱ゝ墨ぎチ:び慕⑬鰤懸ボ聰要を3ぎ

｀

や ゛ ザ
J守 い 卜ヽ ＼

感
諄 祭 A「 証 無 亀:稜ご・疑 瞥 ね 亀 ≪ "ハ
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